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リーメンシュナイダー（Tilman Riemenschneider 1460～1531 ドイツ）をあげ、ヒノキ材を使用
した日本の仏師である定朝（生年不明-1057）との比較を行い、多くの共通点を指摘している。ま
た、さまざまな樹種を用いて木彫表現を行った、エルンスト・バルラハ（Ernst Barlach 1870～1938 
ドイツ）について、その表現と樹種の関係について考察を行っている。その他にもエヴァルド・マ
タレ（Ewald Mataré 1887～1965 ドイツ）など、多くの彫刻家を挙げ、その表現と材種の関係に
ついて言及している。第 2章ではイタリアにおける木彫表現について、アルトゥーロ・マルティー
ニ（Arturo Martini 1889～1947 イタリア）、マリノ・マリーニ （Marino Marini 1901～1980 イ
タリア）、ペリクレ・ファッツィーニ（Pericle Fazzini 1913-1987 イタリア）等の彫刻家を挙げ、
石材等の素材から影響を受けた造形的特徴や形態観を指摘している。第 3章では、そのほかの欧州
における木彫表現について、針葉樹を使用した、グレゴリオ・フェルナンデス（Gregorio Fernandez 

























平成 26 年 1 月 6 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明
を求め、関連事項について質疑応答を行い、学力の確認を行った。その結果、審査委員全員が合格
と判定した。 
よって、著者は博士（芸術学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
